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TPP11 署名へ 

1 月 22 日から 23 日まで、東京において開催された TPP11 の参加国首席交渉官会合にお

いて、CPTPP（TPP11）の協定文が最終的に確定し、3 月 8 日にチリにおいて署名式を行

うことに合意しました。昨年 11 月の大筋合意の際に継続協議となっていた 4 課題のうち、

マレーシアへの国有企業規制の適用と、ブルネイの石炭等に関するサービス・投資自由化に

ついては凍結で合意し、ベトナムの労働組合への規制とカナダの放送サービスについての

文化的な例外については発効後の取扱いについて各国とその趣旨に関するレターを取り交

わすこととなりました。これで、原 TPP 協定から凍結された項目は 22 となりますが、農

業に直接関係するものはなく、日本の農水産物に関する関税譲許も原案のままとなるよう

です。ただし、対米のコメ、肉の特別枠は発効することにはならないと思われます。 
協定は、11 ヵ国中 6 ヵ国が国内手続を終えて、批准すれば発効することになります。我

が国としては、2019 年の発効を目指し、今後署名に向けた国内手続を進めるとともに、批

准に向けて、CPTPP 協定及び関連法案を今国会に提出すべく準備することとされておりま

す。 
当初、カナダが、NAFTA を優先するために、TPP11 の合意に消極的な態度を示し、署名

から外れることもあると伝えられましたが、NAFTA に関する米国の姿勢が強硬なことを見

て、むしろ、カナダのトルドー首相は、23 日に世界経済フォーラム(ダボス会議)の演説の

中で、「本日、カナダと TPP 参加 10 ヵ国は東京で CPTPP の交渉が妥結したことを喜んで

発表したい」と発言し、本協定が持続的成長と繁栄、中間層の職の創出という目的に合致す

る妥当なものであると述べ、この合意を歓迎する意向を示しました。NAFTA に関しては、

第 6 回の交渉会議が 1 月 23 日から 26 日まで開催されましたが、本誌 77 号にも紹介しま

したとおり、自動車の原産地規則や貿易収支改善が見られない場合の協定の終焉など米国

が強硬な主張をしており、交渉は難航しているようです。ライトハイザー米国通商代表は、

今回の会合終了後の声明において、「腐敗防止の章について交渉が終結し、他のいくつかの

章についてもある程度進展があり、また最も難しい論点（原産地規則か）の議論に着手した

点で前進したが、進み具合は非常にゆっくりである」と述べ、次回会合も 3 月末に設定され

たこともあり、当初の 3 月一杯の妥結が事実上無理になったようです。3 月一杯と言うの

は、現在の米国の交渉権限授権法が 6 月に終了することとなっており、その 3 ヵ月前まで

に議会への報告が必要なため、この期限切れとなってしまうことを念頭に置いているよう

です。 
他方、米国トランプ大統領は、ダボス会議出席のためのスイス滞在中に、フォーラムでの

演説の前日に米国のテレビ局とのインタビューで「以前結んだものより十分によいものに

なれば」との条件付きですが、「TPP への復帰を検討する」旨を表明したことが大きく報じ

られましたが、1 月 26 日のフォーラムでの演説では、「個別の国々と 2 国間交渉をしてい

く」とし、「もし我々の利益にかなうならグループでも協議する用意がある」と発言してお

り、TPP への復帰へと方針を変更したとは評価できないのではないかと思われます。 
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